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１．はじめに 

国立環境研究所は，商用電力の供給がない環境におい

ても通年で高精度に CO2濃度測定が可能なバッテリー駆動

の CO2濃度観測システムを 2006-2008 年に開発した．その

システムを 2009 年夏期に富士山測候所に設置し，富士山

頂のCO2濃度観測を開始した． 

また 2017 年からフラスコサンプリング(毎月，富士山頂の

大気を自動でフラスコに採取し，得られた空気試料中温室

効果ガス濃度とCO2の同位体比を分析する)を開始した． 

本報では，富士山測候所にCO2濃度観測システムを設置

してから，これまでの約 10年間の富士山頂での温室効果ガ

ス濃度の観測事業を報告する． 

 

２．気温と電圧 

図 1(a)に 2012-2013年と 2018-2019年の CO2濃度検出部

周辺の気温と室温の気温の関係を示した．両者は極めて高

い正の相関関係にあり，両者の温度差はほぼ一定であった。

ただし両者の差は，年々小さくなる傾向を示しており 2012-

2013 年の両者の差は 18.1℃であったのに対し、2018-2019

年の両者の差は 15.5℃であった(図 1(b))．これは CO2濃度

検出部を覆っている断熱材の断熱効果が劣化している可能

性が考えられる． 

図 1(c)に 100 個のバッテリーのボルト値を示した．2009-

2016年の期間，越冬期間でバッテリーのボルト値は1.0-1.8V 

減少した．一方，2017 年以降は越冬期間に減少するボルト

値は，0.5-1.0であった．2016-2017年にバッテリーを新たなも

のに交換していることから，バッテリーの蓄電/放電能力に大

きな個体差があることが分かった． 

 

３．CO2濃度 

図 2(a)に富士山頂，波照間，マウナロアの CO2濃度を示

した．富士山頂の CO2濃度はマウナロアの CO2濃度より夏

期は 5-10 ppm低く，冬期は 5-15 ppm高かった．これは富士

山頂がマウナロアよりアジア大陸に隣接しているため，アジ

ア大陸の陸域での光合成によるCO2吸収や呼吸によるCO2

放出，さらには人為的に排出された CO2の付加の影響を受

けたためだと考えられる． 

図 2(b)に富士山頂とマウナロアの CO2 濃度増加率と

ENSO Index を示した．富士山頂の CO2濃度増加率の周期

性はマウナロアの CO2 濃度増加率の周期性と同様で，さら

に ENSO Index とほぼ合致していた．したがって富士山頂の

CO2 濃度の増加率は，エルニーニョ・ラニーニャ現象に大き

な影響を受けていることが明らかとなった． 

図 2(c)に富士山頂，波照間，マウナロアの年間の CO2濃

度変動幅を示した．富士山頂の CO2濃度変動幅は，マウナ

ロアの変動幅より波照間の変動幅に近かった． 

 

４．フラスコサンプリング 

 図 3(a)と 3(b)に富士山頂で実施した毎月のフラスコサンプ

リングで得られた空気試料中の温室効果ガス濃度と，CO2濃

度観測システムにより毎日計測された富士山頂の CO2濃度

の時系列図と散布図を示した． 

 富士山頂で実施したフラスコサンプリングは，越冬期間中，

採取した空気試料を最大 10 カ月間，長期保管される．図

3(a)と3(b)で示したようにフラスコサンプリングのCO2濃度は，

CO2濃度観測システムのCO2濃度とほとんど同じ値であった

ことから，フラスコサンプリングによって採取された大気試料

は，安定的に保存されていたと考えられる． 

 図 3(c)に富士山頂とマウナロアの CH4・CO・N2O 濃度を示

した．富士山頂の冬期の CH4・CO 濃度は，マウナロアのそ

れらより高かった．これは，富士山頂での CH4・CO濃度はア

ジア域での強い CH4と CO の放出源を捉えているためだと

考えられた．一方、富士山頂のN2O濃度は，マウナロアのそ

れと同等であった． 

 

５．おわりに 

2009-2019年で富士山頂での CO2濃度の連続観測と毎月

のフラスコサンプリングを安定的に実施する体制を整えた．

本モニタリングで得られた観測結果から，アジア域での CO2

の排出が停滞している可能性がみられた．今後も富士山頂

での温室効果ガスのモニタリングを長期間継続させ，アジア

域の炭素循環の変化を捉えていく予定である． 

 



 

 

 

図 1. (a) 2012-2013年と 2018-2019年のCO2濃度検出部周辺の気温と室内の気温の関係，(b)CO2濃度検出部周辺の気温

と室内の気温の差および(c)CO2濃度観測システムのバッテリー100個の総電圧値 

 

 

図 2. (a) 富士山頂，波照間，マウナロアのCO2濃度，(b) 富士山頂とマウナロアのCO2濃度増加率と ENSO Indexおよび(c) 

富士山頂，波照間，マウナロアの年間のCO2濃度変動幅 

 
図 3. フラスコサンプリングとCO2濃度観測システムにより測定されたCO2濃度の(a)時系列図と(b)散布図および(c)富士山頂

とマウナロアのCH4，CO，N2O濃度 

 


